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こ でゝは final-state ir)teraction として,フォノンとの相互作用によるポ
テン㌍ ルV(a), Ⅴ〔C)･直接の有効ポテンシャル Ⅴ(S) とpairing energyを








Gk- (-i/負)f抑<T 〔αk(t),a+k〔0日 >eiwt dt･_Cq
を求めると,準粒子のエネルギ 幅ーIlkと書いて
〔G (a))〕~1 -も W-Ek+ irk/2-Zk(W)
(vk,(S)+ vkLsk),_ ) 2
恥 2 k′もa1-Ek -Ek-k′十 iFk/2+ iI'k-k′/2






8(k-kc)3/ kI)3 ,k <k< k + kD / 2c c
となる｡ k,は 1･O9i~1 ,単位はKである｡前出 のVとS) の値 を用いて数値計算に
よりzk〔GO)の実部と虚部をGUの関数 として求める｡準位密安は計算中であるが, 2分枝
の存在による energy shift△E〔2)と幅の変化△T の数例を表示 してお く ｡
△E(a)は Ⅴ(a)による shiftを表わす｡ (単位 K)｡ (図参照 )
Ik(Å~1ー) - J症 o) 1△Ek(a)△Ek(2) 1,A(0) △~rk
3.63 80 -10 -20 36 28
4.60 128 -16 6 26 44
'6.00l 218- -26 2 20 39
1･lKにおける中性子散乱の highmamentum の peak の位置は Searsl)によ
れば 3.5i~1以上で,自由粒子のエネルギーよ り低い方-約 15Kずれている｡これは
弾性散乱の peakより非弾性散乱のpeakの方が高 くなるためと考えられる｡エネルギー
幅は 4i-1と岩~1で極大値 を持っような周期的変化 を示すo
peakの ずれは散乱強要 S(k,GL･)をelastic(ガウス分布 )と inelastic(ロ
レンチアン)の部分にわけTC評価 してみると次のようになる｡ー自由粒子のエネルギー
Ek〔0), energy shift△Ek ,全半値幅 花 と書いて S〔k,W)を
S(汰,W) = ,方β // 魂 o) ) 芸 e -,β/4Ek o' ) 伽 -E(kO ' ) 2
巨細 一転 o)-△ Ek )2+ Fk2/ 4
とお く｡ 2つの項 の peak の高さはそれぞれ
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～/打P/Ek - 0･､657kD//(kv/F),4/Ilk ; 半値幅はそれぞれ
1.665 /β - 4･5v/T .k /kk , nk
となる｡これを併せて考えるとp｡｡k は 4i~1以下では ｡1｡sti｡ の P｡akと一致
し, 5iI子では in｡lasti｡の p｡ak が優勢となり観測と一致 しているO幅につい
ては△Ekの影響を考えにいれて4A-1 で ブoK, 6i~1で 9OKとなりかなりよい
一致を示すが,変動の微細構造までは計算できない｡これについてはS(k,a))の形の倭
正が必要となろう｡
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(｡)はポテンシャルⅤ(a),Ⅴ(?(a)はpairi｡g ｡｡｡rgy の効果を示す｡ (b)は2分
枝分離を示す｡
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